
 

◇都市美対策審議会に選考結果を報告

［令和６年３月(予定)］ 

○活動調査等［令和６年 11月］

・地域まちづくりの活動状況の調査（ヒアリング）を

事務局で実施し、調査票等を作成 

・活動調査票等を各委員へ送付

◇まちなみ景観部門案件調査等

[令和５年７月～10月］

・事務局で案件調査を行い、応募案件の個票を作成

・個票を各委員へ送付

○地域まちづくり推進委員会に選考結果を報告

［令和６年２月 27日］ 

地域まちづくり部門 まちなみ景観部門 

◎第 11回横浜・人・まち・デザイン賞募集［令和５年５月～６月］

・応募はがき又はウェブページからの電子申請による応募 ・自薦、他薦は不問、複数の応募も可

○第 19回表彰部会［令和５年８月 17日］

・部会長選任 ・審査の流れ確認 ・応募状況報告

○第 20回表彰部会［令和５年 12月 22日］

・二次選考、支援賞の決定

◇都市美対策審議会表彰広報部会

・現地調査［令和５年 11月 15日］

◎表彰対象決定・公表［令和６年３月下旬頃］

・両部門の選考終了後、市長が表彰対象を決定し、３月頃結果を公表（記者発表・ホームページ等） 

・作品集（受賞活動・受賞景観集）の発行

◎表彰式［令和６年５月 22日（水）午後］

・場所 市庁舎１階アトリウム （予定・時間調整中）

・内容 表彰式、記念写真等

◇都市美対策審議会表彰広報部会

・選考［令和５年 12月 21日］

○一次選考［令和５年９月～10月］

・各委員の書類審査を基に選考

第 11回横浜・人・まち・デザイン賞 実施スケジュール 
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今年度整備事例①

第４地区自治会連合会 みんなの食堂（西区）

活動について

●「みんなの食堂」は、学校給食がない長期休みの期間に子どものみで食
事する機会が多くなることと、高齢者の孤食やひきこもり等が問題になっ
ている現状を受け、平成28年の夏休みから開始しました。現在はテイクア
ウト方式で、夏休み・冬休み・春休みの長期休みの期間に、第４地区会館
を中心とした自治会館等で実施しています。



今年度整備事例①

地福計画に当てはまるか確認してみましょう！

①階段の手すりの改修

幅が広くて小さい子が落ちそう
になる。手すりが高く高齢者が階段の
上り下りが大変。

②キッチンの整備

家庭のキッチンのため一度にたくさんの量を
作れない。複数回に分けなくてはいけないた
め、手間がかかったり、提供ができなくなる。



今年度整備事例①

にこまちプラン（第4 期西区地域福祉保健計画、（令和３～７年度））

※西区のマスコットキャラクター
「にしまろちゃん」

地福計画に当てはまる活動のため、支援対象◎



今年度整備事例①

①メッシュフェンス取付・手すり補強工事、手すり取付工事
②シンク取替工事、電気工事、キッチン正面壁工事

① 階段の手すりの柵の幅が広く（幅約30cm）、子どもがすり
抜けて転落する危険性があることや、低い位置に手すりがなく
（高さ約110cm）お年寄りが階段を昇り降りしにくい

②「みんなの食堂」の利用者が増え、多い時は１日で300 食程
度の食事を第４地区会館で用意しています。現在の家庭用サイ
ズのシンクや狭いコンロ台では一度に大量の食事をつくって片
づける作業が難しく、提供まで時間がかかってしまう



今年度整備事例①

①メッシュフェンス取付・手すり
補強工事、手すり取付工事

②シンク取替工事、電気工事、
キッチン正面壁工事



今年度整備事例①



今年度整備事例①

９月中旬 顔合わせ、内容確認
～コーディネーター派遣確定～

９月下旬 第一回打合せ
追加の具体的改修要望、具体的な改修案、今後のスケジュール確認
次回までに業者の選定や見積のお願い

10月中旬 第二回打合せ
見積確認 審査会に向けての資料や今後のスケジュール確認

10月下旬 第三回打合せ
審査会に向けての最終確認
～10月31日 審査会資料締切～

11月16日 審査会



今年度整備事例②

踊場地区連合町内会 さかみちプロジェクト（戸塚区）

活動経緯

● 小高い丘陵地にあるため坂道が非常に多い

● 外出時に休憩できるような場所は欲しい



今年度整備事例②

※第４期戸塚区
地域福祉保健計画マスコット

第４期「とつかハートプラン」 踊場 地区別計画（抜粋）

坂道でも歩きやすく、ちょっと一休みできるような
スペース、ベンチ等の設置(ハード整備)

プロジェクトの企画始動！！



今年度整備事例②

今後のまちづくりの広がり

● 坂道が多い地区においても気軽に外出できるような魅力的な「みちづく
り」を目指している中、今後踊場地区全体に整備を広げていく検討をする

ため、本支援を通してモデル的に実施して、そのベンチの効果をしっ

かりと検証していく。
● また、活動を広げていく中で、民地への設置も視野に入れて検討を

しつつ、今後も周知活動を続けながら、住民との合意形成を行っていく。

整備することで得られる効果

● 本事業を契機に街中に一休みできるベンチが増えることで、駅やバス停と

の移動のハードルを下げられるようになり、地域交通サポートが困難と考

えられる地域における交通弱者の活動支援につながる。

● さらに高齢者の道路等の渡り遅れや立ち往生を防ぐなど安全安心なま

ちづくりにもつながる



今年度整備事例②

STEP１
各自治会・町内会を中心に買い物や散歩など日常生活を

送る中で、ベンチが「あったらいいな」と思われる場所を
抽出し、候補場所を抽出していく。

STEP２
設置の優先順位を整理。

①バスを利用した高齢者が急な坂道を登って帰宅する
ときに利用できる場所

②バス路線が少ない地区内南部の住民が途中休憩しな
がら外出できるような場所



今年度整備事例②

設置箇所を整理して、マップを作成（STEP1～STEP2）

全体図 各箇所の詳細 設置箇所の優先度を整理

候補場所の抽出 各場所の設置箇所の確認 優先度の基準をもとに整理



今年度整備事例②

STEP３
ベンチ等の仕様を検討。整備に関する安全性を確認する。
座って休憩したり、荷物が置けるようなベンチや台の設置するため、
まちづくりコーディネータに様々な種類のベンチ等を紹介いただく。
また、整備した後の安全性を担保するため、保険等も紹介していた
だく。

ベンチ等のカタログをもとに、
実際の使われ方や今後地区内
で広げていくために小学生と
連携するなど、様々な提案や
事例の紹介、ベンチのかたち
などの説明や相談を行う。
保険等の紹介も必要に応じて
実施。



今年度整備事例②

STEP４
関係者が集まって、抽出した箇所の現地視察を実施。

現在
団体で改めて設置場所の確認や、

ベンチのかたちを検討し、より良
いみちづくりのための「モデル整
備」を目指して、現在も検討が進
められています。

審査委員会で
承認される！





今年度整備事例②

【参考】コーディネーターの支援内容

● 地域との打合せに出席
● ベンチ等のデザインや活用事例の紹介
● 整備後の安全性に対する助言（自治会が行える保険の紹介） など

８月上旬～下旬 顔合わせ、支援内容の確認
～コーディネーター派遣確定～

９月中旬 地域との打合せ

整備候補場所を検討、具体的な整備するものの費用や使用イメージ
に対して意見交換
10月中旬 現地視察
10月下旬 審査会資料の作成

～10月31日 審査会資料締切～
11月16日 審査会
12月下旬 地域との打合せ
整備場所の確認、実際の整備に対する準備・調整



令和６年１月28日（日）に「令和５年度ヨコハマ市民まち普請事業２次コンテスト」
を開催し、創意工夫・実現性・公共性・費用対効果・地域まちづくりの発展性の５つの
審査基準での公開審査の結果、２つの提案が整備助成対象に選考されました！

 
 
 
 
 

 
 

裏面あり 

HOMMOKUもくりプロジェクト 
HOMMOKUもくりプロジェクト実行委員会(中区本牧町) 

リアルとバーチャルで夢を応援 えだきんメタワールド
えだきん×夢叶きゃらばん（都筑区荏田南） 

子どもから高齢者まで
集う活動中の古民家や畑
をより開放された施設と
するために、案内板等の設
置や外構を整備し、誰でも
入りやすく、本牧の実家の
ような居場所とする。 

【評価ポイント】地域の意見も取り入れることによ
り、提案内容がより魅力的なものとなっていた。整
備をきっかけに、住宅地の中にある自然と共生でき
る貴重な空間や体験を、まちへ広げていくことに期
待ができる。

子どもも集まるえだき
ん商店街の一角にテラス
やステージ等を整備。 
誰もが繋がりを持ち、自

分を表現できる居場所、孤
立せず自分の居場所があ
る地域を目指す。 

【評価ポイント】整備予定場所が、地域にとって、
守っていきたい大切な場であることが認識できた。
また、整備により、テラスやステージが、どの世代
にも、夢が叶う場、助け合える場として活用され、
まちづくりが発展していくことが期待できた。

２次コンテストを通過したグループは、令和６年度中の整備完了を目指し活動します！ 

令 和 ６ 年 １ 月 3 0 日 
都市整備局地域まちづくり課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令和５年度 ヨコハマ市民まち普請事業 
２つの施設整備提案を助成対象に決定！ 

整備助成対象に選考された提案 

R6 年度中 
R5年７月９日 R6 年１月 28 日 

1次 
コンテスト提案募集 活用・運営 

2 次コンテスト 
に向けた活動 

施設の整備 
R5 年７月～R6 年１月 

2次 
コンテスト

令和６年度内の整備完了を目指し活動開始！ 

令和５年度から「子育てプラス」として事業を拡充し、「子育てしたいまち・次世代をともに育
むまちヨコハマ」の実現を目指しています。 
２次コンテストには、子どもたちも参画し地域の方と一緒に発表や応援する姿も見られました。 

審査員との質疑応答 緊張の結果発表 

01182100
テキストボックス
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お問合せ先 
都市整備局地域まちづくり課担当課長  村瀨 亮二   Tel 045-671-2665 

 

ヨコハマ市民まち普請事業とは 

提案募集期間 
令和６年２月13日（火）～５月31日（金）17時必着 

申込方法・申込様式 
まち普請事業ウェブページをご確認ください 

 

応募を検討している方を対象に、これまで整備された施設をめぐるバスツアーを開催します。
当日は実際に整備した先輩からまちづくりのコツや提案のヒントになるような話をしていただ
きます。まずは担当連絡先まで、お気軽にご相談ください。 

担当連絡先 
都市整備局地域まちづくり課まち普請事業担当  
電話 ：045-671-2679 
E-mail：tb-seibiteian@city.yokohama.jp 

 

 

まち普請 🔍🔍 
 

◀ まち普請事業 
ウェブページ 

市民の皆様が主体となって行う地域の課題解決や魅力向上のための施設整備の提案に対して、
支援、助成を行う横浜市独自の事業です。二段階の公開コンテストを経て選考された提案には、
50万円～500万円の整備助成金を交付し、まちづくりを支援します。 

 

ヨコハマ市民まち普請事業は、市民主体のまちづくりの支援を通じてSDGsの目標達成を
目指す事業です。SDGs推進に精力的に取り組む以下の企業の皆様からの応援をいただいて
います。 

令和５年度ヨコハマ市民まち普請事業 応援企業のみなさま 

各企業の 

HP リンク一覧 

(市ウェブページ) 

令和６年度の提案募集を開始します 

 日 時：３月10日（日）12：15～16：40（予定）  
見学場所：コミュニティカフェ「icocca」（港南区）  

美晴台道路の愛称入り案内板（港南区）  
世代を超えた集いの場「おもいやりハウス」（南区）  

※取材をご希望の方は、２月28日（水）までに下記のお問合せ先にご連絡ください。 
 

まち普請 整備施設見学バスツアー 

コミュニティカフェ 
「icocca」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市独自の事業であるヨコハマ市民まち普請事業（以下、「まち普請事業」）を、 

例年よりもパワーアップして実施します！ 

その① 募集期間を 1.5 か月拡大 

その② 整備施設の「見学バスツアー」を開催 

多くの方にご提案いただけるよう、アイデアの実現に向けたサポートを早期に開始し、実際の

事例を見学する機会を設けます。 

まち普請事業では、市民の皆様が主体となって行う地域コミュニティの活性化を図る分野不問

の提案に対し、最大 500 万円を助成します。 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集期間・申込方法                  

■募集期間 ２月 13 日（火）～５月 31 日（金）17 時必着 

■申込方法 

まち普請事業ウェブページをご参照ください。 

※本事業は令和６年度の予算が横浜市会において議決されることを条件とします。 
予算の議決がなされなければ、事業を実施いたしません。 

■担当連絡先 

都市整備局地域まちづくり課まち普請事業担当  

電話 ：045-671-2679   
E-mail：tb-seibiteian@city.yokohama.jp 

 

令和６年度 PR ロゴ 

「市民自らつくる」をイメージ

しました。 

令 和 ６ 年 １ 月 1 6 日 
都市整備局地域まちづくり課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

まち普請事業 令和 6 年度の募集を開始します！ 
今年度は募集期間を拡大！提案者向けの見学バスツアーも開催！ 

提案を検討されている方向けに、これまでまち普請で整備された施設を 
見学するバスツアーを開催。当日は実際に整備した先輩からまちづくりの

コツや提案のヒントになるような話をしていただきます。 
日  時：３月 10 日（日）12：15～16：40（予定） 

   見学場所：コミュニティカフェ「icocca」（港南区） 

       美晴台道路の愛称入り案内板（港南区） 

       世代を超えた集いの場「おもいやりハウス」（南区） 

※取材をご希望の方は、２月 28 日（水）までに裏面のお問合せ先にご連絡ください。 

まち普請事業ウェブページ 

様式はこちらからダウンロードできます。 

まち普請 

過去の整備事例 

これまでの整備 

事例はこちらか 

らご覧いただけ 

ます。 

パワーアップその② 見学バスツアー開催！ 

パワーアップその① 募集期間を１．５か月拡大 

裏面あり 

コミュニティカフェ「icocca」 

令和６年度の募集期間（3.5か月） 

例年の募集期間（２か月） 

2/13 

4/1 

5/31 

令和６年度 

例年 整備施設の 

見学バスツアー 



 

 

 

まち普請事業とは                           

まち普請事業は、市民の皆様が主体となって行う地域の課題解決や魅力向上のための施設整備

の提案に対して、支援・助成を行う横浜市独自の事業です。２段階の公開コンテストを経て選考

された提案に、最大 500 万円の整備助成金を交付し、地域のまちづくりを支援します。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
※コンテストの審査員は、横浜市地域まちづくり推進条例に基づき設置される「ヨコハマ市民
まち普請事業部会」の委員８名です。（地域まちづくりについて専門的知識を有する者６名、
市民公募により選出された２名） 

 

提案の実現に向けた支援                        

〇市職員が支援 
提案内容の整理や関係機関との協議・調整などを地域まちづくり課の職員が支援します。 

〇まちづくりコーディネーターの派遣 
提案内容について専門的な見地からアドバイスをしてくれるまちづくりの専門家を紹介しま

す。 
  
〇活動助成金（最大 30 万円）の交付 

１次コンテストを通過した団体に２次コンテストに向けて活動助成金を交付します。まちづく
りコーディネーターの謝礼のほか、２次コンテストに向けた活動のための事務用品費や図面作成
費等に充てることができます。 

〇整備助成金（50～500 万円）の交付 
２次コンテストで整備助成金の対象として選考された団体に、整備助成金を交付します。 

 

まち普請事業にチャレンジするメリット                  

これまでの提案者の方から伺った、まち普請に挑戦するメリットをご紹介します。 

・地域住民の方々や地縁組織などこれまでなかったつながりが生まれた。 

・市から支援を受けていることで、地域の方などに活動の理解を得やすく、賛同につながった。 

・市の記者発表などに載るため、グループの活動の認知度が上がった。 

・他の市民活動グループなどとのつながりが生まれ、活動の幅が広がった。 

・１年間の流れに沿って計画的に活動を進めることで、短期間でアイデアを実現することがで

きた。 

 

お問合せ先 

都市整備局地域まちづくり課担当課長  村瀨 亮二  Tel 045-671-2665 

 

事業の流れ（令和６年度） 

▶ 運営 

維持管理 

１次コンテスト 

Ｒ６年７月 

※ 

２次コンテスト 

Ｒ７年１月 

※ 

施設の整備 

Ｒ７年４月～ 

Ｒ８年３月 

応募申込書・ 

提案書の作成・提出 

Ｒ６年２～５月 

２次コンテストへ 

向けた活動 
▶ ▶ ▶ ▶ 

見学バスツアー 活動懇談会・審査員※による整備提案箇所の視察 
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